
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2024-2025年度 次期クラブ会長･部役員研修会 

3 月 8 日（土）午後～9 日（日）午前、恒例の研修会が

御殿場の日本 YMCA 同盟 東山荘に於いて開催されま

した。千葉ウエストからは長尾次期クラブ会長が参加。 

1 日目は、開会式の後、プログラムⅠは山下次期理事

の理事方針と次期 4事業主任の事業方針が発表されまし

た。続いてプログラムⅡは、部ごとに分かれてグループデ

ィスカッションが開催されました。テーマとして、「ワイズは

何をする組織か」そのために「やりたいこと」そして「そのた

めにすべきこと」、「それをするために他に何があるのか」

等、鈴木次期部長を囲み次期クラブ会長と次期部役員

等々で忌憚のない意見を出し合いました。プログラムⅢは、

各部のディスカッションの発表がありました。地域的、規模

的に各々が抱える事情や良い所、劣る所など、参考にな

る発表がありました。夕食懇談会が 1 号館食堂で盛大に

開催されました。（総勢 72名） 

2 日目のプログラムⅣは、グループディスカッションで、

前日の話し合いを受けて再度の話し合いで更に深堀する

というテーマでした。関東東部は「部の簡素化」について

話し合いました。プログラムⅤのまとめでは、山田理事は

「人に命があるように組織にも寿命がある、そのためにワイ

ズも生まれ変わる変化が必要だ」・・・と。 プログラムⅥで

種々の報告の後、閉会式で閉会となりました。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 36回 「夏見のおうち子ども食堂」 

3 月 23 日（日）9 時～14 時、船橋市夏見公民館の実習

室（１階）と、和室（１階）で開催されました。岡田ワイズと長

尾が、ボランティアとして調理に参加しました。 

「わくわく（交流）チーム（和室）」では、4月の「子どもフェス

タ」の準備が進められました。 

「もぐもぐ（調理）チーム（実習室）」では、配布用弁当 110

食分（ドライカレー､さつまいものデリ風サラダ､ゆでたまご

＆ほうれん草のコーンバター､ぼた餅）を作り、11 時半から

利用者に弁当配布がされました。 

その後、12時半から 14時の間、和室で「ボランティアラ

ンチ会」に引き続き「2024 年度の総会」があり活動実績、

そして 4 年目に入る 2025 年度の活動計画（案）が報告さ

れ、スタッフとボランティアの話し合いの場となりました。 

次回は、GWに入る 4月 27日（日) 9時からの開催で、

わくわくチームは、ここ夏見公民館に近い中央公園での

「子どもフェスタ」に参加、わくわくチームは、お弁当作りと

お弁当配布となります。           （長尾昌男） 

 

 

 

 

 

 

 

新潟の｢蛙の遊んでいる田んぼ 

（無農薬）で育った餅米｣が､千葉 

YMCAに寄贈があり、その餅米を 

子ども食堂にどうぞということで、 

それを春の「ぼた餅」、110個を作 

りました。 秋には、名前を変えて 

「おはぎ」として登場するかもです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドライカレーの 

配布弁当 
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